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私
は
、
あ
る
町
の
同
和
教
育
町
内
学
習
会

に
出
席
し
、
話
し
終
え
た
後
参
加
者
か
ら
、

「
こ
の
間
の
『
ハ
ー
ト
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
に

載
っ
て
い
た
よ
う
な
事
は
、
今
も
あ
る
の
で

す
か
」
と
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
一
瞬
ど

ん
な
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
私
も
同
様

の
気
持
ち
で
読
ん
だ
記
事
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
情
を
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
十
分
な
説
明
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て

か
ら
数
日
後
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
島
根
県

人
権
教
育
研
究
協
議
会
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
鳥
取
県

か
ら
島
根
の
大
学
に
通
っ
て
い
る
息
子
を
持

つ
お
母
さ
ん
が
書
か
れ
た
文
章
で
す
。

息
子
は
、
同
じ
学
部
の
友
達
か
ら
「
こ
の

辺
に
は
私
達
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ

こ
は
血
が
穢け

が
れ
て
い
る
か
ら
つ
き
あ
っ
て
は

い
け
な
い
、
と
父
が
言
っ
て
い
た
か
ら
、
あ

な
た
も
気
を
つ
け
て
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
息
子
は
、
そ
の
考
え
方
や
知
識
は
間
違

っ
て
い
る
こ
と
、
人
を
差
別
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
な

ど
を
話
し
、
自
分
も
同
和
地
区
の
出
身
で
あ

る
こ
と
を
迷
い
な
が
ら
も
伝
え
た
そ
う
で
す
。

そ
の
日
か
ら
息
子
の
苦
し
み
が
始
ま
り
、
と

う
と
う
人
間
不
信
に
な
り
「
お
母
さ
ん
　
も

う
　
死
に
た
い
よ
…
」
と
訴
え
て
き
た
と
い

う
内
容
で
す
。

私
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
人

か
ら
情
報
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
の
現
実
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
倉
吉
市
民
の
中
に
こ
の
記
事

を
読
ん
で
憤
り
を
感
じ
、「
島
根
県
で
は
も
っ

と
も
っ
と
同
和
教
育
を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
申
し
入
れ
さ
れ
た
人
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
大
阪
で
開
か
れ
た
全
国
人
権
・

同
和
教
育
研
究
大
会
の
お
り
に
、
私
は
島
根

県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
の
会
長
に
会
い
、

島
根
県
で
の
同
和
教
育
を
一
層
充
実
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
「
ハ
ー
ト
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

の
記
事
か
ら
、
同
和
教
育
の
実
践
に
地
域
に

よ
っ
て
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

た
と
え
県
外
で
あ
っ
て
も
遅
れ
た
地
域
が
あ

れ
ば
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
、
も
っ
と

も
っ
と
同
和
教
育
を
広
く
深
く
浸
透
さ
せ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
痛
感

し
ま
し
た
。

今
、
こ
の
記
事
が
島
根
県
の
同
和
教
育
に

揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
ま
す
。

(

部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
宇
山
）

「
ハ
ー
ト
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
は
、
倉
吉
市
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
が
毎
月
一
回
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
の
名
前
で
す
。
今
、

こ
の
広
報
紙
の
記
事
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

618部落解放

シリーズ
人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

読
ん
で
い
ま
す
か
？
「
ハ
ー
ト
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
十
月
号
を

羅
州
の
膳
を
韓
国
で
は
一
般
的
に
ナ
ジ
ュ
バ

ン
（
羅
州
盤
）
と
呼
ぶ
。

朝
鮮
王
朝
時
代
に
、
全
国
の
家
々
で
使
わ
れ

た
お
膳
は
地
方
ご
と
に
特
色
が
あ
り
、
螺
鈿(

ら

で
ん)

細
工
を
し
た
お
膳
や
赤
い
漆
を
塗
っ
て
彫

刻
を
施
し
た
も
の
、
脚
の
部
分
に
技
巧
を
こ
ら

し
た
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

大
き
さ
と
と
も
に
実
際
の
機
能
を
重
視
し
た
お

膳
の
バ
ラ
ン
ス
や
構
成
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
原
則
の
よ
う
な
も
の
が
体
系
化
さ
れ
て
い
っ

た
。
全
国
的
に
海
州(

ヘ
ジ
ュ)

盤
、
統
営(

ト
ン

ヨ
ン)

盤
、
羅
州
盤
と
、
そ
の
地
方
の
名
前
を
つ

け
た
お
膳
の
中
で
は
、
羅
州
盤
が
機
能
や
つ
く

り
、
使
用
さ
れ
た
範
囲
の
面
で
最
も
代
表
的
な

韓
国
の
お
膳
と
い
わ
れ
て
い
る
。

分
類
の
仕
方
に
は
、
そ
の
他
用
途
に
依
る
も

の
、
盤
面
の
形
、
脚
の
形
態
、
材
質
等
を
考
え

た
方
法
も
あ
る
。

次
に
、
羅
州
盤
が
他
の
地
方
の
も
の
と
異
な

る
特
徴
を
あ
げ
て
み
る
と
、
全
般
的
に
は
羅
州

盤
は
雑
多
な
装
飾
を
よ
し
と
し
な
い
。
簡
潔
に

組
み
な
が
ら
も
頑
丈
で
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
外
見
上
の
派
手
さ
は
な
い
が
、
制

作
上
の
内
部
構
造
は
精
巧
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
一
に
盤
の
周
囲
を
ビ

ヨ
ン
チ
ュ
ク
（
縁
）
で
く
わ
え
さ
せ
て
接
合
す

る
た
め（
他
の
地
方
の
も
の
は
一
枚
板
で
作
る
）、

厚
く
、
反
っ
た
り
、
割
れ
た
り
し
な
い
。
第
二

に
盤
面
は
多
角
型
（
主
に
十
二
角
形
ま
れ
に
八

角
形
）
が
多
い
。
第
三
に
盤
の
下
に
統
営
盤
の

チ
ョ
ヨ
ブ
（
草
葉
）
と
は
異
な
る
ウ
ン
ガ
ッ
ク

（
雲
脚
）
と
呼
ば
れ
る
枠
を
は
め
、
脚
は
こ
の
枠

を
は
さ
ん
で
固
定
し
て
盤
の
重
さ
を
支
え
る
よ

う
に
し
、
中
間
に
中
帯
を
回
し
て
い
る
。
第
四

に
細
工
は
複
雑
だ
が
、
長
持
ち
す
る
ま
っ
す
ぐ

に
伸
び
た
脚
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

羅
州
の
生
ま
れ
で
、
今
は
全
羅
南
道
指
定
の

無
形
文
化
財
十
四
号
に
な
り
、
十
二
種
類
あ
ま

り
の
羅
州
盤
を
作
っ
て
い
る
金
春
植(

キ
ム
チ
ュ

ン
シ
ク)

さ
ん
（
六
十
八
歳
）
に
会
っ
た
。
金
春

植
さ
ん
は
名
工
李
雲
衍(

イ
ウ
ン
ヨ
ン)

氏
の
伝

統
技
法
を
張
仁
泰(

ヂ
ャ
ン
イ
ン
テ)

氏
を
経
て

伝
承
さ
れ
て
い
る
。「
羅
州
盤
は
全
て
の
空
間
が

は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ぴ
っ

た
り
合
う
よ
う
に
作
る
た
め
、
盤
面
は
が
っ
し

り
と
し
て
、
反
り
返
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

盤
の
脚
は
角
を
同
じ
く
削
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

広
げ
、
盤
面
の
重
み
を
支
え
る
こ
と
か
ら
、
全

体
が
非
常
に
丈
夫
で
盤
と
し
て
申
し
分
あ
り
ま

せ
ん
」
と
金
春
植
さ
ん
は
云
う
。
更
に
話
を
座

式
文
化
か
ら
立
式
文
化
へ
の
変
化
が
も
た
ら
し

た
、
教
育
、
社
会
へ
の
影
響
へ
と
嘆
息
を
こ
め

な
が
ら
語
ら
れ
た
。

羅
州
の
人
達
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上

げ
た
羅
州
盤
の
美
し
さ
は
、
簡
潔
と
堅
固
、
素

朴
さ
を
貴
ぶ
日
本
の
人
々
に
も
心
よ
く
容
れ
ら

れ
る
も
の
と
思
う
。

「
韓
国
羅
州
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
会
」
調
査
報
告
③

羅
　
州
　
の
　
膳

宋
　
判
　
權
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10:30～12:48

13:00～14:50

15:00～16:42

17:00～19:46

10:00～12:46

13:00～14:42

15:00～16:50

17:00～19:18

隠し砦の三悪人

反逆児

次郎長三国志

風林火山

風林火山

次郎長三国志

反逆児

隠し砦の三悪人

１
月
20
日（
木
）
１
月
23
日（
日
）

10:30～12:24

14:00～15:54

16:30～18:24

19:00～20:54

10:30～12:24

14:00～15:54

16:30～18:24

19:00～20:54

純愛中毒

チルソクの夏

純愛中毒

チルソクの夏

チルソクの夏

純愛中毒

チルソクの夏

純愛中毒

１
月
21
日（
金
）
１
月
22
日（
土
）

【
邦
画
名
作
】

【
倉
吉
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
選
定
】

《
倉
吉
博
物
館
》

■
第
10
回
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
「
小
鴨
川
の

水
鳥
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
10
日
　

■
第
26
回
蘭
芝
会
展
13
〜
16
日
　

《
百
花
堂
》

■
新
春
作
家
五
人
展
２
〜
８
日
　

■
新
春
盆
栽
展
10
〜
14
日
　

■
第
９
回
写
友
は
ご
ろ
も
新
春
展
16
〜
22
日

■
松
嶋
政
男
手
づ
く
り
凧
展
24
〜
30
日

《
市
営
陸
上
競
技
場
》

■
第
５
回
う
つ
ぶ
き
新
春
走
り
・
歩
き
初
め
大

会
１
日

《
市
営
武
道
館
》

■
倉
吉
市
営
武
道
館
鏡
開
き
式
16
日
　

■
高
校
剣
道
全
国
選
抜
鳥
取
県
予
選
会
22
日

《
倉
吉
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
》

■
第
２
回
倉
吉
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
キ
ッ
ズ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
交
流
大
会
15
日

■
第
２
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
30
日

（これは12月
16日現在の
もので、一
部変更にな
る場合があ
ります）

展
覧
会
・
展
示
会

ス
ポ
ー
ツ

倉吉パークスクエア
1月の催物情報

皆さんよくご存知の『はだかの王様』は、子

どものころよく読んだアンデルセン童話の1つ。

劇団四季の『はだかの王様』は、この童話を

もとに、詩人であり劇作家の故寺山修司によっ

て台本が書かれ、浅利慶太の演出により新しい

命が吹き込まれました。進行役のアップリケと

ホックと一緒に幕を開ける歌を歌って、王様のいる世界へ旅立ちましょう。

と　き：2月23日（水）午後6時30分開演（午後6時開場）
ところ：倉吉未来中心 大ホール 構成･演出＝浅利慶太 出演＝劇団四季
入場料：S席完売 Ａ席 3,000円、Ｂ席 2,000円（全席指定・税込み）

◎1歳以上からチケットが必要です。

プレイガイド：倉吉交流プラザ（2階 市民交流室）、倉吉未来中心　

◎当日は、託児サービス（無料）があります。2月16日（水）までにお申し込みください。

※問い合わせ先：倉吉まちづくり協議会（月曜日休館／047-1184）

倉吉未来中心 大ホール

ふれあい広場

倉吉交流プラザ
たのしいレクリエーション
8･15･22日（土）午後1時～3時　
ところ：第1研修室　参加料：無料　
※問い合わせ先：市生涯学習課（月曜日休館/047-1182）

●猫年DAYS-高木和美（紙を使
った作品展）とき：2日（日）～
4日（火）10時～17時　
●新春スペシャルミニライブ

とき：3日（月）18時30分～　入場料：2,000円
●赤瓦骨董市 とき：8日（土）～10日（月）9時～
17時　●折紙教室「姉様人形」作成 とき：19日
（水）10時～12時　
ところ：赤瓦フリースペース
※問い合わせ先：赤瓦（023-6666）

1月赤瓦は

楽しいイベントが
いっぱい

第14回中部芸能総大会
9日（日）午前11時～午後3時30分（開場午前9時30分）
入場料：300円（当日500円）全席自由
※問い合わせ先：天主会 長田（028-3119）
第8回上井流福寿会 新春芸能チャリティー発表会
16日（日）午前11時～午後3時（開場午前10時)
入場料：1,000円　全席自由　ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉未来
中心、北谷地区振興協議会（北谷公民館内）
※問い合わせ先：福寿会 上井（035-3822）

毎月最終日曜日開催 フリーマーケット「くらよし大市」
30日（日）午前9時～正午
※問い合わせ先：くらよし大市運営委員会（0070-6341-4598）
◎今年度のパークスクエア「日曜朝市」は12月末で終了
しました。来年度は6月末からスタート予定です。

倉吉未来中心 小ホール
倉吉文化体験プログラム「着物を着てお化粧をしてみよう」
29日（土）・30日（日）午後3時～　観覧無料
※問い合わせ先：こども未来ネットワーク楠本（022-1960）

アトリウム 他

JA共済書道･交通安全ポスターコンクール優秀作品展
15日（土）･16日（日）午前11時～
（最終日は午後4時まで）入場料：無料
※問い合わせ先：JA共済連鳥取（00857-21-2664）
全国学校給食週間　倉吉市児童生徒作品展
25日（火）～30日（日）午前9時～
（最終日は午後4時まで）入場料：無料
※問い合わせ先：市立学校給食センター（028-3343）

チケット好評発売中

上映期間：1月20日（木）～23日（日）
＊邦画名作 4作品　1月20日・23日
＊倉吉シネマクラブ選定 2作品　1月21日・22日
会　　場：倉吉未来中心 小ホール
邦画名作 4作品
隠し砦の三悪人、反逆児、次郎長三国志、風林火山

倉吉シネマクラブ選定 2作品（＊当日券は300円増です）
チルソクの夏、純愛中毒

《チケット料金》
フリーパス券（4日間有効）2,800円　邦画名作券（1日有効）500円
倉吉シネマクラブ選定作品（1作品のみ）1,000円、小・中・高生800円
倉吉シネマクラブ選定作品（2作品有効）1,800円

《プレイガイド》
倉吉交流プラザ、倉吉未来中心、パープルタウン 他 市内各プレイガイド

《上映時間》

パークスクエア映画祭

※問い合わせ先：倉吉まちづくり協議会（月曜日休館／047-1184）

Information ヤミ金融特別相談会（中部地区）【電話相談】とき：1月19日（水）午前10時～午後3時　022-6886
【面接相談（要予約）】とき：1月19日（水）午前10時～午後3時　ところ：倉吉未来中心2階セミ
ナールーム4、5 ◎予約は相談日前日まで受け付けています。 ◎予約先：鳥取県立消費生活
センター（022-3000）／市商工観光課（022-8158）／倉吉市市民生活相談室（022-8155）
※問い合わせ先：鳥取県生活環境部県民生活課（00857-26-7186）

純愛中毒［’02年］

チケット絶賛発売中!!

前回公演より（撮影：山之上雅信）

劇団四季の ファミリーミュージカル
「はだかの王様」倉吉公演鳥取二十世紀梨記念館

梨記念館お正月イベント（梨入り小豆雑煮の試食他）
1日（土）～4日（火）午前9時～午後5時
参加費：無料（ただし、入館料必要）
入館料：大人 500円、小･中学生 200円　
※問い合わせ先：鳥取二十世紀梨記念館（023-1174）

（当日、会場で販売）
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平
成
十
七
年
（
一
月
一
日
〜
十

二
月
三
十
一
日
）
の
農
作
業
労
働

標
準
賃
金
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
作
業
内
容
に
よ
っ
て
は

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
一
）
標
準
額
は
十
ア
ー
ル
当

た
り
。
一
般
農
作
業
労
働
賃
金
は

一
日
八
時
間
で
賄
い
な
し
。

（
注
二
）
環
境
不
良
の
田
・
畑

（
五
ア
ー
ル
未
満
の
ほ
場
、
湿
田
）、

稲
コ
ン
バ
イ
ン
の
稲
の
倒
伏
等
は

二
十
％
増
と
す
る
。
ハ
ー
ベ
ス
タ

ー
、
大
豆
・
小
豆
の
脱
穀
は
、
依

頼
者
一
人
出
役
の
こ
と
。

決
定
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
業
委
員
会

事
務
局
（
0
２
２
―
８
１
７
１
）

標
準
小
作
料
は
個
々
の
農
地
の

小
作
料
を
統
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
契
約
に
つ
い
て

は
標
準
小
作
料
を
目
安
に
、
借
り

手
と
貸
し
手
で
話
し
合
っ
て
決
め

て
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
（
十
ア
ー
ル
当
た
り
）

田
（
上
）
一
万
一
千
円

田
（
中
）
六
千
円

畑
　
八
千
円

※
田
（
上
）
…
土
地
改
良
済
地

田
（
中
）
…
土
地
改
良
未
済
地

適
用
時
期：

平
成
十
七
年
一
月
〜

（
適
用
期
間
は
定
め
て
な
く
、
今

後
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
に
改

訂
し
ま
す
。）

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
業
委
員
会

事
務
局
（
0
２
２
―
８
１
７
１
）

倉
吉
市
で
は
、
平
成
十
七
年
・

十
八
年
度
の
建
設
工
事
及
び
測
量

等
業
務
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る

業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式：

鳥
取
県
様
式
を
準
用

受
付
期
間：

▼
県
内
業
者
＝
一
月

十
一
日
（
火
）
〜
二
月
二
十
一
日

（
月
）
▼
県
外
業
者
＝
一
月
十
一

日
（
火
）
〜
三
月
十
日
（
木
）

申
請
書：

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
又
は
（
社
）

鳥
取
県
建
設
業
協
会
中
部
支
部

（
東
巌
城
町
十
二
／
0

２
３
―
０

３
４
１
）
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先：

都
市

計
画
課
（
〒
６
８
２
―
８
６
１
１

葵
町
七
二
二
／
0
２
２
―
８
１
７

４
）鳥

取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

で
は
、
平
成
十
七
年
・
十
八
年
度

の
建
設
工
事
、
測
量
等
業
務
の
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
付
を
受
付
し
ま
す
。

資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る

業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式：

鳥
取
県
様
式

受
付
期
間：

▼
県
内
業
者
＝
一
月

十
一
日
（
火
）
〜
二
月
二
十
一
日

（
月
）
▼

県
外
業
者
＝
一
月
十
一

日
（
火
）
〜
三
月
十
日
（
木
）

申
請
書：

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
　
環
境

福
祉
課
（
〒
６
８
２
―
０
８
０
３

見
日
町
三
一
七
／
0
２
４
―
０
６

３
１
）

Information

平
成
十
七
年
か
ら
の

標
準
小
作
料

作 業 区 分 標 準 額

普 通 田 植

側 条 施 肥 田 植

代 か き

稲 コ ン バ イ ン

麦 コ ン バ イ ン

バ イ ン ダ ー

ハ ー ベ ス ター

6,500円

7,500円

6,500円

15,500円

11,500円

8,000円

8,000円

6,500円

5,500円

15,000円

2,000円

6,400円

4,000円

5,000円

5,500円

8,000円

8,000円

150円

5.4円

1,500円

摘 要（10a当たり）

雑草、変形田等　　20％増
倒伏　30～69％　20％増
倒伏　70％以上 30％増
（ただし、当事者間の話し合い）
結束は2,000円増

依頼者は1名出役のこと

1日8時間、賄いなし

依頼者は1名出役のこと

小袋（1袋）

大袋（1キロにつき）
※袋使用料込み

1時間当たり

薬 剤 散 布

一般農作業労働賃金

空 気 深 耕 機

もみ・大豆運搬

草 刈 り

大豆・小豆

栽　　培

播 種

中耕培土

脱 穀

コンバイン

耕
　
耘

田 全　耕

全　耕

深　耕
畑

倉
吉
市
で
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
付

農作業労働標準賃金表　　（消費税は別途計算）

気
軽
に
ご
相
談
を

■
行
政
相
談
所

と
　
き：

一
月
十
八
日
（
火
）

午
後
一
時
〜
三
時

と
こ
ろ：

市
役
所
第
二
会
議
室

相
談
員：

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
鳥
取
地
方
法
務
局
倉
吉
支

局
職
員

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課

（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

■
農
家
相
談
会

と
　
き：

一
月
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
　

と
こ
ろ：

農
業
委
員
会
事
務
局
　
　

（
市
役
所
北
庁
舎
）

相
談
内
容：

農
業
の
受
委
託
、
農
地

の
賃
借
・
委
譲
・
転
用
・
農
業
者
年

金
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
業
委
員
会
事

務
局
（
0
２
２
―
８
１
７
１
）

平
成
十
七
年
の

農
作
業
労
働
標
準
賃
金

1月10日は「110番の日」 ※問い合わせ先：倉吉警察署（026-7110）
メイン標語 緊急時 あわてず あせらず 110番　サブ標語 安心の 相談ダイヤル ＃9110

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連

合
で
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
付

倉
吉
交
通
事
故
相
談
所
に

ご
相
談
を

相
談
は
無
料
で
、
専
任
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

時
　
間：

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
十
分
　

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

と
こ
ろ：

中
部
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局
　
別
館

◎
来
所
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
電
話
や

手
紙
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

中
部
総
合
事
務

所
　
福
祉
保
健
局
（
東
巌
城
町
二
／

0
２
３
―
３
１
３
９
）




